
週
間
日
記

土
畷
日

酸
y
ネ
打
創
也
乱
.
、
ト
七
坤
<
ヨ
セ
フ
物
語
>

の
連
絖
説
教
三
回
n
。
野
に
初
っ
て
い
る
ヨ
セ
フ
に

人
が
問
う
「
あ
な
た
は
何
を
製
し
て
い
ろ
の
で
す

か
」
。
ヨ
セ
フ
が
「
兄
夘
九
ち
を
纓
し
て
い
る
の
で

す
」
と
答
え
る
と
こ
ろ
は
、
何
座
乢
み
、
何
倫
し

て
も
刃
九
な
惑
到
を
沌
・
え
る
。
ト
イ
エ
ス
.
ヤ
リ
ス

ト
か
ヨ
セ
フ
に
あ
っ
て
琶
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
こ
の
物
苧
智
私
か
始
め
て
耳
に
し
た
の
は
レ
才

の
と
き
斜
核
で
将
に
死
な
ん
と
す
る
ク
リ
ス
チ
ャ

4
後
一
時
過
の
r
坤
で
約
 
U
剖
か
か
り
.
ム
道
也

の
'
家
庭
集
会
に
行
く
。
私
の
伝
逆
鬮
は
内

地

(
本
州
)
で
の
優
に
.
一
原
に
ψ
コ
る
,
馨
亥
・
ば
Π
内

<
1
域
県
を
.
教
会
で
伝
道
、
牧
会
す
る
こ
と
が

ど
<
な
こ
と
か
、
和
内
に
来
て
ま
だ
一
年
の
私
に
も

先
た
允
分
分
っ
て
は
い
な
い
。
だ
が
河
と
し
て
も
笠

教
航
が
ほ
し
い

ハ
.

「
一

よ
く
川
オ
て
し
る
の
で
^
^
^
町
力
ら
制
し
る
利
.
九

御
↓
力
フ
し
い
こ
の
兄
も
L
方
式
特
別
伝
道
の
北

ノ

レ
ヅ
ン

Ⅱ
,
し
、

ν
に
羽
カ
ネ
文
に
は
渡
れ
そ
う
こ
な
、
。
来
慶

こ
そ
旭
川
の
カ
イ
テ
ン
宣
読
や
教
会
の
肖
霊
と

テ
ン
ト
を
か
つ
い
で
波
ろ
う
と
思
う
。

ψ
禽
の
集
公
か
ら
州
え
る
と
七
時
。
室
内
佐
十
さ

ん
と
池
水
学
さ
ん
が
来
て
い
て
器
の
ガ
リ
切
り

を
し
印
削
し
て
い
て
く
し
る
。

タ
食
し
て
八
時
、
二
階
の
机
に
向
う
。
十
一
時
ま

で
~
融
教
鄭
佛
。
宏
子
よ
く
心
を
つ
か
っ
て
く
ー
ろ
。

床
に
入
る
と
何
般
か
幌
泉
で
の
釜
者
で
友
人
の

河
抑
さ
ん
の
こ
と
か
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
彼

は
四
1
^
ω
^
身
^
。
^
^
^
。
則
^
ー
の
^
り
倒
に

は
九
0
ま
な
い
の
に
必
ず
来
て
、
尺
雁
を
賀
け
北

り
、
一
勸
を
割
っ
大
り
、
ず
」
か
き
を
し
て
く
れ
北
。
 
m
^

し
H
に
一
U
北
、
て
い
る
と
「
勺
ル
幌
Π
水
の
一
と
思

し
出
す
0
は
凱
な
い
で
す
し
か
し
、
.
ニ
.
ト
際
っ

ン
の
姉
婿
力
ら
。
あ
の
と
き
、
始
め
て
私
に
福
n
ω

N
力
ま
カ
オ
た
の
だ
。
そ
の
郁
は
、
私
が
ψ
橋
陸
小

丁
側
t
,
早
校
か
ら
復
貝
す
る
ま
で
の
十
年
傑
く

^
巾
に
あ
っ
九
け
れ
ど
も

0

前
仟
地
の
幌
宋
に

い
六
と
き
、
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
な
が
し
て
ゆ
く
金
魚

傑
さ
ん
を
呼
び
止
め
、
強
引
に
一
補
一
鮫
を
差
し
上

げ
北
こ
と
力
あ
っ
九
。
被
こ
私
斈
」
見
る
思
、
.
小
し

-
L
 
.
:
:
.
ジ
オ
な
し
^
^
佃
小
き
^
^
な
、
^
ケ
ロ
0
 
.
こ

、
、

カ
゛
J
 
^
と
き
^
濯
^
削
ル
止
、
よ
一
^
高
゛
t
吐
,
L
-
?
つ

と
し
て
、
兄
茆
を
捜
さ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
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九
ら
稚
内
の
こ
玉
忙
ま
で
見
て
下
さ
い
」
、
と
咋

秋
私
に
一
言
っ
た
大
業
圏
記
役
員
の
◆
暴
砥
え
る
。

日
曜
日

四
時
に
日
地
し
が
鳴
る
。
床
の
中
で
一
時
剛
今

日
の
テ
キ
ス
ト
.
ヨ
ハ
ネ
に
ょ
る
福
音
井
卜
一

¥

~ノ

「
一
フ
ザ
ロ
の
甕
り
」
、
ミ
じ
、
感
じ
、
老
え
る
。

一
蒔
、
起
床
し
て
洗
面
、
机
に
向
い
、
祈
り
な
が
う

説
教
を
書
き
あ
げ
る
。
「
才
よ
、
も
、
?
共
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
四
Π
も
た
っ
て
い
ま
す
か
ら
」
、
と
、
:
μ

つ
た
と
き
の
、
死
ん
だ
ラ
ザ
ロ
の
姉
妹
マ
ル
タ
の
兆

難
と
高
ぶ
り
と
絶
望
と
。
イ
エ
ス
の
来
た
り
給
う
こ

と
の
§
へ
の
非
雉
、
上
よ
り
・
9
日
分
の
張
も
つ

と
ラ
ザ
ロ
を
愛
し
て
い
る
と
い
う
高
ぷ
り
、
死
の
前

で
の
絶
望
。
マ
ル
タ
で
あ
る
教
会
化
<
含
暴
>
は

今
日
も
語
b
れ
る
。
「
石
を
取
り
の
け
な
さ
い
」
。

「
も
し
信
じ
る
な
ら
神
の
栄
光
を
見
る
で
あ
ろ
う
と
、

あ
な
た
に
言
っ
北
で
は
な
い
か
」
。

今
Π
は
、
市
内
バ
ス
が
ス
ト
。
そ
れ
に
丸
粛
。
教

会
学
校
の
生
徒
も
、
大
人
の
社
者
も
、
ズ
ポ
ン
、

ス
カ
ー
ト
を
ぴ
し
よ
ぬ
れ
ル
し
玉
ま
る
。

剌
托
出
席
者
は
十
五
人
。
い
っ
も
の
Υ
分
。
然
し

こ
の
十
五
人
は
、
う
な
ぎ
の
杖
床
の
よ
う
な
↑
鼎
八

粁
の
各
地
か
ら
需
の
中
を
あ
つ
ま
っ
た
人
々
。

礼
托
の
後
で
の
、
交
わ
り
の
時
卿
の
証
し
は
中
学

校
需
の
三
浦
和
十
さ
ん
。
咋
秋
ま
で
教
会
付
属
幼

稚
園
の
主
任
と
し
て
創
誇
代
(
三
十
六
年
秋
、

園
、
現
征
鬮
児
バ
ニ
b
J
 
の
文
轟
り
誌
づ
く
り

市
一
し
一
>
>
札
北
人
。

十
"
ト
ン
ペ
ノ

私
は
十
一
.
時
五
十
分
の
汽
屯
で
「
中
邪
」
の
家

庭
饗
代
行
く
の
で
鬼
す
る
。

稚
内
か
ら
は
二
時
剖
半
。
歯
科
啄
の
伊
藤
先
生
の

マ
ン
ド
リ
ン
災
八
で
礼
邦
。
祈
り
の
巾
で
、
こ
の
一

仏
り
の
群
の
中
か
ら
内
臓
手
術
の
た
め
に
旭
川
へ
行

つ
て
い
る
阿
緩
"
子
き
ん
(
畍
圷
ク
リ
ス
マ
ス
に
授

洗
)
を
、
詣
、
札
幌
で
の
教
区
伝
県
画
会
灣

出
席
し
て
の
齢
途
見
堀
う
よ
う
に
、
と
導
か
れ
る
。

裂
研
辧
、
古
雫
凶
合
き
ん
の
二
階
で
泊
め
て

た
だ
く

い

書
宇
と
倒
詩
、
主
体
的
朝
災
と
し
て
社
会
の

矛
盾
驫
う
券
南
の
姿
は
、
ど
ち
ら
も
私
へ
の
痛

目
奉

「
芯
剖
」
で
途
由
卜
車
し
て
、
フ
ァ
ン
グ
メ
ン
タ

ス
ト
の
郵
一
,
一
註
坤
H
氏
を
仂
囲
彼
は

ネ
の
第
二
の
手
紙
十
節
「
こ
の
教
を
持
北
ず
に
あ
な

た
が
た
の
と
こ
ろ
に
来
る
行
が
あ
れ
ぱ
、
そ
の
人
を

一
永
に
入
れ
る
こ
と
も
、
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
も
し
て

は
い
け
な
い
」
、
を
.
小
し
、
「
あ
な
北
が
フ
ブ
ン
ダ
メ

ン
タ
リ
ス
ト
に
な
る
ま
で
は
も
う
来
な
い
で
く
れ
」
。

と
.
■
う
。
玄
関
で
握
手
を
も
と
め
る
と
、
彼
は
一
暁

た
め
ら
っ
た
が
そ
れ
で
゛
?
怠
を
^
し
て
了
を
与
え
て

く
れ
る
0

チ
十
プ
り
、

夜
、
「
キ
ャ
ン
プ
・
ワ
ッ
カ
ナ
イ
」
の
従
墫
牧
帥

ロ
ー
ニ
ー
少
佐
と
一
週
樹
前
ミ
シ
ガ
ン
州
か
ら
来
た

ぱ
か
り
の
秘
ル
』
ケ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
材
が
遊
び
に
く

る
。
楽
し
い
家
庭
的
な
ひ
と
と
き
。

玄
関
で
、
チ
ャ
プ
レ
ン
と
チ
ャ
ン
ス
裂
に
握
手
し

て
後
、
教
会
の
廻
り
の
引
揚
打
や
貧
困
な
人
々
急

う
0
 
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
こ
と
、
牧
師
で
あ
ろ
こ

と
、
口
木
人
で
あ
る
こ
と
、
人
剛
で
あ
る
こ
と
の
不

統
一
の
苦
し
み
の
巾
で
、
「
咲
よ
、
・
・
・
・
・
・
」
と
祈
る
。

火
曜
日

六
時
エ
ト
分
の
汽
車
で
州
途
に
つ
く
。
い
つ
も
な

ハ
マ
ト
ン
ペ
ツ
エ
サ
レ

ら
、
も
う
一
泊
し
て
「
浜
頓
別
」
「
枝
幸
」
を
簡
、

冬
す
る
の
だ
が
、
今
日
は
チ
ャ
プ
レ
ン
と
の
約
束

が
あ
る
の
で
断
念
。

小
松
川
事
件
の
加
害
者
、
李
珍
宇
と
弥

●
1
.
ー
、

一
器
袈
占
翰
「
罪
と
死
と
愛
と
」
会
三
゛
邑

を
読
む
。
備
仰
に
ょ
う
て
実
存
者
に
な
ろ
う
と
す
る

コ
エ
ト
一

水
曜
日

0

よ、,:
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朝
は
フ
ラ
ン
ク
ル
著
作
全
狐
の
中
か
ら
「
粍
精

神
の
病
理
学
」
を
勢
、
午
後
、
教
会
員
を
訪
問
す

る
。
こ
の
イ
ー
ス
タ
ー
に
授
洗
し
た
鹿
野
美
代
さ
ん

な
ど
。
こ
の
一
年
に
六
人
の
人
々
が
偕
仰
を
告
白
し

て
授
洗
し
た
。
幌
泉
で
は
八
年
問
に
六
人
。

夜
は
七
時
半
か
ら
袈
研
究
と
祈
り
会
。
教
会
役

員
で
保
健
所
次
長
の
武
田
さ
ん
の
司
会

こ
の
間
、
真
克
顔
で
文
字
通
り
と
び
込
ん
で
来

九
(
午
前
中
教
会
を
探
が
し
廻
っ
て
)
京
K
君
も

出
席
し
て
い
る
。
畑
中
先
生
も
。

畑
中
先
生
は
初
代
牧
師
で
(
私
は
三
代
)
、
今
は

盲
器
学
校
篇
の
独
身
で
上
品
な
お
ぱ
あ
き
ん
。

先
生
は
、
ど
ん
な
集
会
で
で
も
、
牧
会
で
で
も
常
に

私
の
欠
け
た
と
こ
ろ
を
補
っ
て
い
て
下
さ
る
。
神
の

配
済
を
器
。

旭
川
地
区
よ
り
な
る
道
北
伝
高
(
六
教
会
、
役

道
所
、
七
牧
師
、
二
宣
教
師
)
の
委
員
長
と
し
て
の

責
任
は
重
い
。

畏
、
車
中
、
ト
ゥ
ル
ナ
イ
ゼ
ン
の
「
牧
会
学
」

三
回
倒
魏
。

九
時
過
ぎ
着
。
宏
子
か
ら
、
今
日
一
日
の
教
会
、

幼
稚
園
、
家
庭
、
地
域
社
会
で
の
出
来
こ
と
の
桜
告

を
聞
く
。
次
女
<
み
ぎ
わ
>
の
食
前
の
祈
り
を
宏
子

再
現
す
る
。
「
カ
ミ
チ
ャ
マ
、
オ
ツ
ユ
モ
、
ホ
ツ
ポ

モ
ア
リ
ガ
ト
オ
0
 
オ
ト
オ
チ
ャ
ン
ヲ
マ
モ
ッ
テ
ク
ダ

シ
ャ
イ
0
 
キ
ヨ
ー
ト
ノ
オ
バ
ア
チ
ャ
ン
ヲ
マ
モ
ッ
テ

ク
ダ
シ
ャ
イ
:
:
:
」
0

木
曜
日

ナ
ヨ
ロ

八
時
の
汽
車
で
「
名
寄
」
へ
行
く
。
急
行
で
三
時

閥
。
原
生
林
、
白
樺
、
ヨ
ル
ダ
、
長
流
を
思
わ
せ
る

チ
シ
オ

天
塩
川
、
放
牧
さ
れ
て
い
ろ
牛
馬
。
十
二
年
前
、
夏

期
伝
道
神
学
生
で
あ
っ
え
私
を
魅
了
し
北
「
緑
、
緑
、

緑
」
は
今
も
変
ら
な
い
。

十
一
時
よ
り
道
北
セ
ン
タ
ー
で
、
第
一
鼎
北
佶

徒
大
会
の
準
備
委
員
会
。
稚
内
地
Ⅸ
、
名
寄
地
ば
、

本
誌
繞
受
付
中

本
誌
は
鞍
と
卒
業
生
の
活
勁
状
況
を
伝
え
る

同
志
社
の
機
関
埜
す
。

繊
叩
料
一
年
分
六
百
円
(
送
料
と
も
)

靴
市
上
京
罵
丸
今
出
川

鼎
心
社
本
部
内

同
志
社
時
報

思
う
。
こ
の
籍
を
何
か
物
で
表
現
せ
ず
、
い
ず
み

に
も
、
鞭
と
栄
光
の
主
に
あ
ず
か
ら
せ
る
話
し
ゐ

へ
の
糸
口
に
し
よ
う
と
思
う
。

、し

夜
は
青
年
会
例
会
。
テ
キ
ス
ト
は
イ
ザ
ヤ
奨
章

0

行
年
会
長
で
幼
禽
助
教
諭
の
須
藤
県
X
ん
は
、

毎
水
曜
日
の
祈
り
会
に
は
必
ず
葉
書
二
枚
を
持
参
し

て
、
皆
に
寄
萎
き
を
き
せ
る
人
。
教
倫
の
連
帯

も
、
他
住
会
員
へ
の
配
應
も
、
こ
う
し
た
諜
な
奉

仕
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

今
夜
、
例
会
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
窪
会
員
の
た

め
に
祈
っ
て
ね
る
。
カ
ラ
フ
ト
の
見
え
る
す
ず
ら
ん

の
丘
や
島
へ
の
連
篇
、
ソ
連
の
タ
グ
・
ボ
ー
ト
、

北
洋
船
の
並
禽
を
、
お
そ
ら
く
見
る
こ
と
の
な
い

系
化
あ
る
老
い
九
母
二
人
の
北
め
に
も
。

(
稚
内
教
会
牧
師
)

金
日

朝
か
ら
遠
隔
の
地
に
い
ろ
教
会
員
に
器
を
発

エ
ン
.
ヘ
ツ

送
。
汽
車
で
三
時
間
の
「
遠
別
」
か
ら
一
力
月
か
二

力
月
忙
一
回
来
る
姉
妹
植
は
、
祈
り
を
込
め
た
牧
会

L
書
を
内
封
す
る
。

昼
、
市
長
夫
人
で
教
会
婦
人
会
長
の
浜
森
千
代
さ

ん
に
屯
話
系
務
連
絡
。

午
後
は
、
み
ぎ
わ
を
自
転
車
に
の
せ
、
幼
稚
園
の

運
動
会
用
貝
の
注
文
に
行
く
。
婦
途
、
小
学
校
二
年

の
長
女
い
、
す
み
の
運
動
会
(
次
の
日
曜
)
に
、
私
も

宏
子
も
行
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
を
す
ま
な
い
な
、
と
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